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孫
文
の
福
岡
訪
問
と
九
州
大
学
の
日
中
学
術
交
流
に
つ
い
て

静
　
永
　
　
　
健

孫
文
（
一
八
六
六
〜
一
九
二
五
）
は
、
一
九
一
三
年
（
大
正
二
年
、
中
華
民
国
二
年
）
三
月
十
九
日
、
福
岡
に
到
り
、
創
立
ま
も

な
い
我
が
九
州
帝
国
大
学
医
科
大
学
（
い
ま
の
九
州
大
学
医
学
部
）
を
訪
れ
て
い
る
。
彼
は
大
学
構
内
を
参
観
し
、
講
演
を
行
う
と

と
も
に
、
さ
ら
に
記
念
と
し
て
一
幅
の
書
を
揮
毫
し
て
い
る
。
そ
の
「
学
道
愛
人
（
道
を
学
び
、
人
を
愛
す
）」
の
扁
額
は
、
現
在

も
福
岡
市
東
区
箱
崎
に
あ
る
九
州
大
学
附
属
図
書
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
掲
げ
ら
れ
、
日
々
、
我
々
九
州
大
学
の
教
員
と
学

生
た
ち
と
を
見
守
り
続
け
て
い
る
。
孫
文
の
人
柄
を
髣
髴
と
さ
せ
る
、
じ
つ
に
堂
々
た
る
筆
致
の
書
で
あ
る
。

孫
文
は
、
こ
の
一
幅
の
書
に
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
時
、
彼
自
身
の
胸
に
は
、

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
思
い
が
去
来
し
て
い
た
の
か
。
本
日
は
、
ま
ず
こ
の
こ
と
を
中
心
に
話
し
て
ゆ
き
た
い（
1
）。

今
日
、
各
地
に
残
さ
れ
た
孫
文
の
書
の
中
で
、
お
そ
ら
く
最
も
多
く
目
に
す
る
も
の
が
「
博
愛
」
の
二
字
で
あ
る（
2
）。
広
東
省
に
生

ま
れ
、
十
三
歳
で
母
に
従
っ
て
ハ
ワ
イ
に
渡
り
、
そ
こ
で
の
教
育
を
受
け
て
育
っ
た
孫
文
に
と
っ
て（
3
）、「
博
愛
」
の
二
字
は
、
中
国

伝
統
の
儒
学
思
想
と
、
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
西
洋
の
倫
理
思
想
（philanthropy

）
と
を
結
ぶ
、
人
類
共
通
の
徳
目
で
あ
り
、
目

の
前
の
相
手
が
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
宗
教
を
信
じ
、
い
か
な
る
思
想
信
条
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
互
い
に
理
解
し
あ
え
る
言

葉
と
し
て
選
ば
れ
て
い
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
孫
文
は
人
々
に
「
愛
」
を
説
き
続
け
た
革
命
家
で
あ
っ
た
。
果
た
し
て
、
こ
の
九

州
大
学
の
扁
額
に
も
、「
愛
」
の
文
字
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
扁
額
を
目
に
す
る
我
々
九
州
在
住
の
日
本
人
に
は
、
も
う
一
人
の
革
命
家
の
名
を
容
易
に
思
い
起
こ
す
こ
と
で
あ
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ろ
う
。
そ
れ
は
西
郷
隆
盛
（
一
八
二
八
〜
一
八
七
七
）
で
あ
る
。
西
郷
の
遺
墨
と
し
て
有
名
な
も
の
に
「
敬
天
愛
人
（
天
を
敬
い
、

人
を
愛
す
）」
の
四
文
字
が
あ
る
が（
4
）、
お
そ
ら
く
こ
の
時
、
孫
文
の
胸
中
に
は
、
こ
の
九
州
の
悲
運
の
革
命
家
の
こ
と
が
思
い
起
こ

さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
西
郷
の
著
書
『
南
洲
翁
遺
訓
』
の
其
二
十
四
に
云
う
、「
道
は
天
地
自
然
の
も
の
に
し
て
、
人
は
こ
れ

を
行
う
も
の
な
れ
ば
、
天
を
敬
す
る
を
目
的
と
す
。
天
は
我
も
同
一
に
愛
し
た
ま
う
故
、
我
を
愛
す
る
心
を
以
て
人
を
愛
す
る
也
」

と
。
孫
文
の
革
命
に
は
、
こ
れ
を
支
え
た
多
く
の
日
本
人
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が（
5
）、

中
で
も
そ
の
中
心
的
存
在
だ
っ
た
の

が
、
宮
崎
滔
天
（
一
八
七
一
〜
一
九
二
二
）
で
あ
る
。
彼
の
兄
宮
崎
八
郎
（
一
八
五
一
〜
一
八
七
七
）
は
、
西
南
戦
争
に
お
い
て
西

郷
軍
に
従
い
、
戦
死
し
て
お
り
、
こ
の
滔
天
こ
そ
が
、
孫
文
と
西
郷
隆
盛
と
を
結
ぶ
重
要
な
紐
帯
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に

今
回
の
孫
文
の
訪
日
は
、
辛
亥
革
命
成
功
後
は
じ
め
て
の
来
日
で
あ
り
、
西
郷
隆
盛
へ
の
思
い
も
、
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
九
州
帝
国
大
学
訪
問
の
翌
日
、
孫
文
は
列
車
で
福
岡
か
ら
大
牟
田
に
向
か
い
、
荒
尾
に
あ
る
宮
崎
滔
天
の
実

家
を
訪
れ
て
い
る
。
九
州
大
学
扁
額
の
「
愛
人
（
人
を
愛
す
）」
の
二
字
に
は
、
こ
の
よ
う
に
日
本
の
革
命
家
の
姿
を
も
重
ね
合
わ

せ
て
読
み
取
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
も
う
一
つ
、
第
三
の
考
察
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
孔
子
（
前
五
五
二
〜
前
四
七
九
）
の
言
行
録
『
論
語
』
で
あ
る
。
そ

の
中
の
陽
貨
篇
と
い
う
一
章
に
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

孔
子
が
誇
る
十
人
の
高
弟
（
い
わ
ゆ
る
孔
門
十
哲
）
の
一
人
に
、
子
游
（
前
五
〇
六
〜
前
四
四
三
？
）
と
い
う
若
者
が
い
た
。
彼

が
魯
国
の
武
城
と
い
う
小
さ
な
町
の
長
官
に
採
用
さ
れ
た
の
で
、
あ
る
日
、
孔
子
が
彼
の
仕
事
ぶ
り
を
視
察
す
る
た
め
に
武
城
を
訪

れ
た
。
す
る
と
「
弦
歌
の
声
（
弦
楽
器
の
伴
奏
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
）」
が
聞
こ
え
て
き
た
。
子
游
は
、
自
分
が
市
長
と
し
て
赴
任
し

た
ま
ち
に
始
め
て
学
校
を
作
り
、
人
々
に
文
字
を
教
え
、
そ
れ
を
歌
に
唱
わ
せ
て
、
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
や
道
徳
、
ま
た
さ
ま

ざ
ま
な
生
活
上
の
知
恵
な
ど
を
教
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
見
た
孔
子
は
「
莞
爾
と
し
て
笑
い
」（
に
っ
こ
り
と
ほ
ほ
え
ん
で
）、

「
鶏
を
割
く
の
に
い
ず
く
ん
ぞ
牛
刀
を
用
い
ん
や
」（
小
さ
な
に
わ
と
り
を
割
く
の
に
、
ど
う
し
て
牛
を
捌
く
大
き
な
刀
を
用
い
る
必
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孫
文
の
福
岡
訪
問
と
九
州
大
学
の
日
中
学
術
交
流
に
つ
い
て

要
が
あ
る
の
か
）
と
言
っ
た
。
つ
ま
り
、
子
游
の
始
め
た
学
校
教
育
は
、
こ
の
小
さ
な
武
城
の
ま
ち
に
は
、
い
さ
さ
か
大
袈
裟
に
過

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
揶
揄
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
正
直
で
賢
い
子
游
は
、
か
つ
て
孔
子
が
彼
ら
に
語
っ
た
言
葉
を
用
い
て
、
冷
静
に
次
の
よ
う
に
返
答
し
て
い
る
。

「
君
子
は
、
道
を
学
べ
ば
則
ち
人
を
愛
し
、
小
人
は
、
道
を
学
べ
ば
則
ち
使
い
易
し
」

 

（ 

す
ぐ
れ
た
人
物
が
道
を
学
ぶ
、
つ
ま
り
世
の
中
の
真
理
を
学
ぶ
と
、
人
々
へ
の
敬
愛
の
気
持
ち
が
生
ま
れ
、
一
方
、
つ
ま
ら

ぬ
人
物
で
も
、
道
を
学
ぶ
と
、
社
会
の
し
く
み
を
理
解
し
、
労
働
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
）
と
。

だ
か
ら
、
た
と
え
小
さ
な
田
舎
ま
ち
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
学
校
は
必
要
な
の
だ
と
、
子
游
は
返
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
立

派
な
応
答
に
孔
子
は
、
前
言
は
戯
れ
に
言
っ
た
ま
で
だ
と
弁
明
し
て
い
る
。
九
州
大
学
の
扁
額
「
学
道
愛
人
」
の
四
文
字
は
、
最
終

的
に
は
こ
の
『
論
語
』
陽
貨
篇
に
基
づ
く
言
葉
な
の
で
あ
る
。

孫
文
が
訪
れ
た
大
正
時
代
の
福
岡
は
、
い
ま
だ
人
口
十
万
人
に
も
満
た
な
い
小
さ
な
一
地
方
都
市
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
学
道
愛

人
」
の
四
文
字
を
揮
毫
し
た
孫
文
の
脳
裏
に
は
、
こ
の
福
岡
が
『
論
語
』
に
登
場
す
る
魯
国
の
小
さ
な
田
舎
ま
ち
と
重
な
っ
て
映
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
孫
文
に
は
決
し
て
福
岡
を
さ
げ
す
む
意
は
無
く
、
こ
の
新
し
い
大
学
の
未
来
に
大
い
な
る
期
待
を

込
め
て
、
こ
の
書
を
贈
っ
た
の
で
あ
る（
6
）。

そ
の
一
つ
は
、
彼
が
平
素
説
く
と
こ
ろ
の
万
人
博
愛
の
精
神
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
西
郷
隆
盛
の
「
敬
天
愛
人
」
を
生
ん
だ
九
州

の
風
土
へ
の
畏
敬
。
そ
し
て
さ
ら
に
も
う
一
つ
は
、
一
九
一
一
年
、
つ
ま
り
辛
亥
革
命
と
同
じ
年
に
誕
生
し
た
こ
の
新
し
い
大
学
に

「
君
子
」
と
し
て
、
社
会
に
貢
献
す
る
有
為
な
人
材
を
輩
出
す
る
使
命
を
期
待
し
た
の
で
あ
る（
7
）。

こ
の
扁
額
は
、
ま
さ
に
九
州
大
学

創
設
以
来
百
年
の
至
宝
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
も
う
一
度
、
原
典
た
る
『
論
語
』
陽
貨
篇
の
本
文
に
戻
っ
て
、
こ
の
言
葉
を
選
ん
だ
孫
文
の
胸
の
内
を
少
し

窺
っ
て
み
た
い
。
そ
の
本
文
に
は
、『
論
語
』
の
他
の
篇
章
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
君
子
」
と
「
小
人
」
と
が
対
比
的
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に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
の
「
小
人
」
は
、「
使
い
易
い
」（
為
政
者
に
上
手
に
使
わ
れ
る
存
在
な
の
だ
）
と
言
う
。

こ
れ
は
、
も
し
か
す
る
と
、
中
華
民
国
臨
時
大
総
統
の
地
位
を
譲
り
、
目
下
「
籌
辦
全
国
鉄
路
全
権
」（
中
国
に
鉄
道
を
敷
設
す
る

た
め
の
資
金
調
達
の
大
使
）
と
し
て
来
日
し
て
い
る
孫
文
本
人
を
暗
に
投
影
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
数
多
く
の
『
論
語
』
の
章

の
中
で
、
こ
の
陽
貨
篇
の
一
章
は
、
子
游
と
い
う
若
い
弟
子
が
主
人
公
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
「
焉
ん
ぞ
牛
刀
を
用
い
ん
」
と
い
う
孔

子
の
失
言
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
般
的
に
、
こ
の
よ
う
な
揮
毫
に
選
ば
れ
る
章
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
孫
文
の
書
と
し

て
も
、
こ
の
九
州
大
学
の
扁
額
が
唯
一
の
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
揮
毫
者
孫
文
の
屈
折
し
た
心
理
が
は
た
ら
い

て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
も
し
も
孫
文
が
こ
の
時
、
円
満
な
成
功
者
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
間
違
い
な
く
こ
の
四
文
字
を
選
ぶ
こ
と
は

無
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
当
時
、
孫
文
の
胸
中
に
去
来
し
て
い
た
も
の
は
、
必
ず
し
も
日
本
の
新
し
い
大
学
の
誕
生
を
純
粋
に
祝
福

し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
こ
の
日
本
公
式
訪
問
を
終
え
て
帰
国
し
た
直

後
、
孫
文
は
袁
世
凱
と
の
新
た
な
戦
い
に
挑
み
、
そ
の
数
ヶ
月
後
の
八
月
に
は
、
再
び
日
本
に
亡
命
者
と
し
て
密
航
し
て
く
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。
世
に
第
二
革
命
と
い
わ
れ
る
出
来
事
で
あ
る
。

さ
て
、
我
が
九
州
大
学
は
、
日
本
の
国
立
大
学
の
中
で
も
、
さ
ら
に
旧
帝
国
大
学
以
来
の
長
い
歴
史
を
持
つ
大
学
で
あ
る
が
、
国

内
で
は
首
都
東
京
か
ら
遠
く
離
れ
、
必
ず
し
も
地
理
的
に
は
恵
ま
れ
た
条
件
に
は
無
い
。
し
か
も
百
年
前
の
創
設
当
初
は
、
こ
の
福

岡
市
は
人
口
約
九
万
五
千
人
の
小
さ
な
一
地
方
都
市
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
変
幸
運
に
も
海
外
か

ら
の
素
晴
ら
し
い
訪
問
者
を
次
々
に
迎
え
、
そ
の
こ
と
が
九
州
大
学
独
自
の
自
由
な
学
風
を
形
作
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
約
一
百

年
の
歴
史
を
二
つ
に
分
け
、
そ
の
前
半
五
十
年
の
中
で
の
最
も
誇
ら
し
い
訪
問
者
と
言
え
ば
、
こ
の
一
九
一
三
年
の
孫
文
に
続
き
、

一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
年
）
十
二
月
二
十
五
日
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（A

lbert Einstein 

一
八
七
九
〜
一
九
五
五
）
の
訪
問
が

あ
り（
8
）、
第
三
番
目
に
は
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
十
年
）
十
二
月
十
七
日
の
郭
沫
若
（
一
八
九
二
〜
一
九
七
八
）
の
来
訪（

9
）が
挙
げ
ら
れ
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孫
文
の
福
岡
訪
問
と
九
州
大
学
の
日
中
学
術
交
流
に
つ
い
て

る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
幾
つ
か
の
偶
然
が
重
な
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
三
人
の
来
訪
に
共
通
し
て
言
え

る
の
は
、
首
都
東
京
や
、
経
済
お
よ
び
日
本
伝
統
文
化
の
中
心
地
で
あ
る
関
西
地
域
と
は
ち
が
い
、
こ
こ
九
州
の
場
合
は
、
人
と
人

と
の
直
接
的
な
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
、
そ
の
訪
問
が
実
現
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
場
合
は
、
日
本
で
そ
の
相
対
性
理
論
を
最
初
に
理
解
し
た
桑
木
彧あ
や

雄お

（
一
八
七
八
〜
一
九
四
五
）
九
州
帝

国
大
学
工
科
大
学
（
い
ま
の
九
州
大
学
工
学
部
）
教
授
や
、日
本
に
お
け
る
内
臓
外
科
手
術
の
開
拓
者
で
あ
っ
た
三
宅
速は
や
り（
一
八
六
六

〜
一
九
四
五
）
九
州
帝
国
大
学
医
科
大
学
教
授
と
の
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
郭
沫
若
に
お
い
て
は
、
郭
自
身
が

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
九
月
か
ら
一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
年
）
三
月
ま
で
九
州
帝
国
大
学
医
科
大
学
に
学
ん
で
い
た
こ
と
、

し
か
も
、
そ
こ
で
の
恩
師
中
山
平
次
郎
（
一
八
七
一
〜
一
九
五
六
、
医
科
大
学
教
授
・
病
理
学
）
と
の
出
会
い
か
ら
、
彼
の
考
古
学

研
究
、
そ
し
て
更
に
中
国
古
代
史
へ
の
関
心
が
開
眼
し
た
こ
と
が
、
戦
後
の
再
訪
（
し
か
も
中
国
科
学
院
訪
日
学
術
視
察
団
団
長
と

し
て
の
公
式
訪
問
）
に
つ
な
が
っ
た
と
言
え
る
）
₁₀
（

。

そ
し
て
、
再
び
孫
文
の
一
九
一
三
年
来
訪
に
戻
っ
て
考
え
る
と
、
こ
れ
も
、
先
に
述
べ
た
宮
崎
滔
天
の
ほ
か
、
長
崎
の
貿
易
商
梅

屋
庄
吉
（
一
八
六
八
〜
一
九
三
四
）
や
福
岡
の
実
業
家
安
川
敬
一
郎
（
一
八
四
九
〜
一
九
三
四
）
ら
と
の
親
密
な
交
流
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
で
視
点
を
変
え
、
九
州
大
学
か
ら
中
国
へ
の
交
流
に
つ
い
て
も
、
そ
の
先
駆
的
な
二
人
の
人
物
を
少
し
紹
介
し

て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
法
文
学
部
（
い
ま
の
文
学
部
）
の
初
代
中
国
文
学
講
座
主
任
教
授
で
あ
っ
た
目
加
田
誠
（
一
九
〇
四
〜

一
九
九
四
）
と
、
そ
の
畏
友
で
、
戦
後
、
同
じ
く
九
州
大
学
教
養
部
教
授
に
迎
え
ら
れ
た
浜
一
衛
（
一
九
〇
九
〜
一
九
八
四
）
で
あ

る
。
二
人
は
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
北
京
に
留
学
し
、
そ
の
当
時
北
京
に
住
ん
で
い
た
多
く
の
中
国
知
識
人
た
ち
と
交
流
し
て
い

る
。浜

一
衛
の
北
京
留
学
中
の
最
大
の
関
心
事
は
、
当
時
の
伝
統
的
な
京
劇
で
あ
り
、
他
に
類
を
見
な
い
先
駆
的
な
著
作
『
北
平
的
中
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国
戯
』（
一
九
三
六
年
、
東
京
・
秋
豊
園
）
と
『
支
那
芝
居
の
話
』（
一
九
四
四
年
、
東
京
・
弘
文
堂
）
を
著
し
た
ほ
か
、
今
日
で
は

ま
こ
と
に
貴
重
な
当
時
の
中
国
伝
統
演
劇
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
第
一
級
資
料
を
収
集
し
、
こ
れ
を
九
州
大
学
附
属
図
書
館
に
「
浜

文
庫
」
と
し
て
残
し
た
功
績
は
ま
こ
と
に
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
浜
一
衛
の
業
績
と
、
そ
の
収
集
資
料
の
整
理
と
分
析
は
、

現
在
、
九
州
大
学
言
語
文
化
研
究
院
の
中
里
見
敬
教
授
を
中
心
に
精
力
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
）
₁₁
（

、
近
く
大
き
な
報
告
書
に
ま
と
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
も
う
一
人
の
目
加
田
誠
は
、
戦
後
日
本
の
中
国
文
学
研
究
に
お
い
て
、
詩
経
や
唐
詩
、
ま
た
文
芸
思
想
史
の
面
か
ら
さ

ま
ざ
ま
に
リ
ー
ド
し
た
先
駆
者
の
一
人
で
あ
る
が
、
そ
の
方
向
性
を
確
立
し
た
の
が
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）
十
月
か
ら

一
九
三
五
年
（
昭
和
十
年
）
二
月
ま
で
の
北
京
（
当
時
は
北
平
と
称
し
た
）
留
学
で
あ
っ
た
。
目
加
田
誠
当
時
三
〇
歳
。
九
州
帝
国

大
学
助
教
授
に
着
任
し
て
間
も
な
く
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
目
加
田
教
授
の
北
京
留
学
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
目
加
田
誠
本
人
が
晩
年
に
発
表
し

た
幾
つ
か
の
エ
ッ
セ
イ
に
よ
っ
て
、
断
片
的
に
知
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
た
び
目
加
田
誠
の
旧
蔵
書
や
ノ
ー
ト
類
が
一
括
し
て

自
宅
が
あ
っ
た
大
野
城
市
に
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
当
時
の
自
筆
日
記
『
北
平
日
記
』
が
発
見
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
一
挙
に
明
ら

か
に
な
っ
た
。
魯
迅
（
一
八
八
一
〜
一
九
三
六
）
の
弟
で
作
家
の
周
作
人
（
一
八
八
五
〜
一
九
六
七
）
や
、
日
本
文
学
研
究
者
で
中

国
で
初
め
て
『
万
葉
集
』
の
漢
訳
に
挑
ん
だ
銭
稲
孫
）
₁₂
（

（
一
八
八
七
〜
一
九
六
六
）
ら
と
の
実
に
温
か
な
交
流
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
に
（
下
の
引
用
文
中
の
括
弧
内
は
静
永
の
補
注
）。

 

昭 

和
九
年
（
一
九
三
四
）
九
月
二
十
五
日
…
（
昼
間
の
記
述
は
省
略
）
…
夜
、
西
四
（
北
京
の
地
名
）、
同
和
居
（
北
京
の

料
理
店
名
）
に
て
宴
会
。
東
京
研
究
所
の
人
々
、
銭
稲
孫
氏
、
周
作
人
、
楊
樹
達
（
一
八
八
五
〜
一
九
五
六
、
中
国
言
語

学
）、
鄭
穎
孫
（
一
八
九
三
〜
一
九
五
〇
、
古
琴
奏
者
）、
傅
惜
華
（
一
九
〇
七
〜
一
九
七
〇
、
中
国
戯
曲
研
究
）、
徐
鴻
宝

（
一
八
八
一
〜
一
九
七
一
、
書
誌
学
者
）、
楊
鍾
羲
（
一
八
六
五
〜
一
九
四
〇
、『
雪
橋
詩
話
』
の
著
者
）
の
長
男
（
名
は
楊
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孫
文
の
福
岡
訪
問
と
九
州
大
学
の
日
中
学
術
交
流
に
つ
い
て

懿
涑
、
一
九
〇
〇
〜
一
九
六
七
、
書
誌
学
者
）、
其
の
他
、
及
び
橋
川
時
雄
（
一
八
九
四
〜
一
九
八
二
、
中
国
文
学
、
北
京
・

東
方
文
化
事
業
）
₁₃
（

の
代
表
）、
小
竹
武
夫
（
一
九
〇
五
〜
一
九
八
二
、
中
国
文
学
、
こ
の
と
き
東
方
文
化
事
業
の
職
員
）、
高
岡

（
こ
の
時
の
留
学
生
仲
間
、
未
詳
）
等
の
諸
氏
。
愉
快
な
る
会
合
な
り
き
。

 

昭
和
九
年
十
二
月
八
日

 
 

 

朝
、
砂
紙
を
買
ひ
来
り
て
ス
ケ
ー
ト
靴
を
磨
く
。『
小
山
詞
』（
中
国
宋
代
の
詞
集
）
を
更
に
読
む
。
午
後
…
（
中
略
）
…
銭

稲
孫
氏
に
『
紅
楼
夢
』『
儒
林
外
史
』
中
の
語
に
つ
い
て
聞
く
と
こ
ろ
あ
り
。
夕
方
、
北
海
（
北
京
市
内
の
有
名
な
公
園
）

に
ゆ
く
。
周
豊
一
（
一
九
一
二
〜
一
九
九
七
、
周
作
人
の
長
男
）、
浜
一
衛
、
小
川
環
樹
（
一
九
一
〇
〜
一
九
九
三
、
中
国

文
学
、
の
ち
京
都
大
学
教
授
）
諸
君
あ
り
。
と
も
に
ス
ケ
ー
ト
を
な
す
。
三
十
分
ば
か
り
。
夜
、
八
道
湾
（
北
京
の
地
名
）

の
周
君
の
家
（
す
な
わ
ち
周
作
人
邸
）
に
招
ば
れ
、
湯
に
入
り
、
す
き
焼
き
を
食
ひ
、
日
本
酒
を
の
み
、
レ
コ
ー
ド
を
き

く
。「
明
烏
」、「
朝
顔
日
記
」（
と
も
に
当
時
の
日
本
の
流
行
歌
）
な
ど
。
日
本
恋
し
く
な
る
。

 

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
一
月
二
十
三
日

 
 

 

午
前
中
、
中
国
大
学
に
ゆ
き
、
残
り
の
プ
リ
ン
ト
を
取
る
。
床
屋
に
ゆ
く
。
夜
、
銭
稲
孫
氏
、
周
作
人
、
徐
祖
正
（
一
八
九
七

〜
一
九
七
八
、
日
本
近
代
文
学
）、
朱
自
清
（
一
八
九
八
〜
一
九
四
八
、
中
国
文
学
）
と
計
り
、
我
々
留
学
生
を
招
い
て
す

き
焼
き
の
会
を
催
さ
る
。
会
す
る
も
の
十
五
人
、
甚
だ
盛
な
り
き
。

以
上
、『
北
平
日
記
』
の
中
か
ら
興
味
深
い
三
日
間
の
み
を
例
と
し
て
挙
げ
た
。
こ
の
よ
う
に
目
加
田
誠
の
留
学
日
記
に
は
、
当

時
の
留
学
生
の
北
京
で
の
日
常
生
活
と
、
北
京
の
知
識
人
た
ち
と
の
温
か
な
交
流
の
よ
う
す
が
、
き
わ
め
て
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

時
代
は
す
に
で
柳
条
湖
事
件
（
一
九
三
一
年
九
月
十
八
日
）
と
盧
溝
橋
事
件
（
一
九
三
七
年
七
月
七
日
）
の
は
ざ
ま
に
あ
り
、
日

中
関
係
も
決
し
て
穏
や
か
と
は
言
え
な
い
情
勢
に
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
実
は
、
そ
れ
と
は
逆
に
む
し
ろ
こ
の
よ
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う
な
社
会
情
勢
で
あ
る
が
故
に
、
こ
れ
ら
親
日
派
知
識
人
た
ち
（
の
ち
に
「
漢
奸
」
と
し
て
そ
の
多
く
が
弾
圧
さ
れ
た
）
と
北
京
に

学
ぶ
留
学
生
た
ち
は
、
堅
い
信
念
と
決
意
と
を
も
っ
て
親
密
に
交
流
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
貴
重
な
留
学
記
録
は
、
現
在
、
我

が
九
州
大
学
文
学
部
中
国
文
学
研
究
室
に
お
い
て
、
そ
の
全
文
を
解
読
し
、
ま
た
必
要
な
注
釈
を
つ
け
て
出
版
す
る
予
定
で
あ
り
、

ま
た
、
同
時
に
こ
れ
を
中
国
語
に
も
翻
訳
し
て
、
中
国
で
も
出
版
す
る
計
画
が
進
行
し
て
い
る
。

中
国
の
古
い
言
葉
に
、「
天
の
時
、
地
の
利
、
人
の
和
」
と
い
う
。
九
州
帝
国
大
学
、
そ
し
て
今
日
の
九
州
大
学
は
、
一
九
一
一

年
と
い
う
激
動
期
に
誕
生
し
た
大
学
で
あ
る
た
め
に
、
特
に
日
本
と
中
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
天
の
祝
福
を
十
分
に
は

受
け
て
来
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
首
都
圏
や
関
西
の
経
済
界
か
ら
も
遠
い
た
め
に
、
そ
の
地
理
的
な
恩
恵
も
得
る
と

こ
ろ
が
薄
く
、
か
つ
、
中
国
や
韓
国
な
ど
の
国
境
）
₁₄
（

に
最
も
近
い
た
め
に
、
そ
の
時
節
ご
と
の
政
治
や
社
会
情
勢
の
敏
感
な
反
応
に
翻

弄
さ
れ
、
そ
の
影
響
を
直
に
受
け
や
す
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
九
州
大
学
の
こ

れ
ま
で
の
学
術
交
流
は
、
た
だ
ひ
と
え
に
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
に
よ
っ
て
鞏
固
に
守
ら
れ
、
支
え
ら
れ
続
け
た
と
言
っ
て
よ
い
。

そ
の
「
人
の
和
」
を
説
明
す
る
『
孟
子
』（
前
三
七
二
？
〜
前
二
八
九
？
）
公
孫
丑
下
篇
の
原
文
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
天
の

時
は
地
の
利
に
如
か
ず
、
地
の
利
は
人
の
和
に
如
か
ず
」
と
。
人
々
の
親
密
な
協
力
と
調
和
こ
そ
が
、
天
の
時
や
地
の
利
に
ま
し

て
、
す
べ
て
の
物
事
を
成
就
さ
せ
る
要
諦
な
の
で
あ
る
。
私
は
信
じ
る
。
政
治
的
な
思
惑
に
左
右
さ
れ
ず
、
ま
た
経
済
的
な
打
算
に

安
易
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ひ
た
す
ら
に
学
問
に
基
づ
く
清
ら
か
で
美
し
い
交
流
こ
そ
が
、
両
国
民
の
真
の
相
互
理
解
を
促
し
、

そ
れ
を
後
世
に
向
け
て
不
朽
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
一
三
年
に
孫
文
の
訪
問
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
中
国
と
の
学
術

的
な
つ
な
が
り
は
、
そ
の
後
一
百
年
の
間
、
こ
の
「
学
道
愛
人
」
の
扁
額
の
通
り
、
我
が
九
州
大
学
に
確
か
に
大
き
な
恩
恵
を
与
え

続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
の
九
州
大
学
に
関
わ
る
、
あ
る
実
現
し
な
か
っ
た
日
中
学
術
交
流
の
秘
話
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
先
の
周
作

人
の
兄
で
あ
る
魯
迅
に
ま
つ
わ
る
事
柄
で
あ
る
。
魯
迅
に
私
淑
し
、
単
身
上
海
に
渡
っ
て
魯
迅
の
教
え
を
受
け
た
日
本
人
に
増
田
渉
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孫
文
の
福
岡
訪
問
と
九
州
大
学
の
日
中
学
術
交
流
に
つ
い
て

（
一
九
〇
三
〜
一
九
七
七
）
が
い
る
。
彼
の
回
想
録
『
魯
迅
の
印
象
』（
角
川
選
書
、
一
九
七
〇
年
増
補
版
）
二
六
二
頁
に
、
増
田
が

魯
迅
に
面
会
し
た
一
九
三
一
年
頃
、
九
州
大
学
の
中
国
文
学
講
座
に
欠
員
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
魯
迅
に
直
接
「
九
州
大
学
の
講
師

に
な
っ
て
日
本
に
来
な
い
か
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
一
年
く
ら
い
な
ら
行
っ
て
も
い
い
」
と
の
返
事
を
得
、
す
ぐ
さ
ま
増
田
自
身

が
日
本
側
に
仲
介
の
連
絡
を
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
）
₁₅
（

。
そ
れ
が
何
故
実
現
し
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
増
田
自
身
も
そ
れ

以
上
何
も
語
っ
て
い
な
い
が
、
も
し
も
、
こ
の
魯
迅
の
九
州
大
学
来
講
が
実
現
し
て
い
た
な
ら
ば
、
こ
の
九
州
大
学
も
、
ま
た
あ
る

い
は
日
本
の
学
術
界
全
体
も
、
今
よ
り
も
さ
ら
に
大
き
く
変
化
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
、
夢
想
す
る
も
の
で
あ
る
。

	

注
（
１
）
本
稿
は
、
二
〇
一
六
年
（
平
成
二
十
八
年
）
十
月
三
十
一
日
（
月
曜
）
九
州
大
学
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
稲
盛
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
孫
文
生

誕
一
五
〇
周
年
記
念
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
「
孫
文
の
国
際
的
な
遺
産
と
未
来
へ
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ンconference on D

r.Sun Yat-sen's 
International Legacy and Inspirations for the Future

」
で
の
招
待
講
演
の
原
稿
で
あ
る
。
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
九
州
大
学
文
書
館
お
よ
び
九

州
大
学
附
属
図
書
館
に
お
い
て
貴
重
な
資
料
や
写
真
の
閲
覧
を
許
可
さ
れ
た
こ
と
を
こ
こ
に
鳴
謝
い
た
し
ま
す
。

（
２
）
孫
文
の
揮
毫
し
た
「
博
愛
」
の
墨
蹟
は
、
神
戸
市
垂
水
区
東
舞
子
に
あ
る
孫
文
記
念
館
所
蔵
の
も
の
を
は
じ
め
、
各
地
の
所
蔵
家
に
よ
る
複
数

の
扁
額
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
孫
文
記
念
館
―
重
要
文
化
財
・
移
情
閣
―
』（
財
団
法
人
孫
中
山
記
念
会
、
二
〇
〇
八
年
）
お

よ
び
長
崎
中
国
交
流
史
協
会
編
『
写
真
誌: 

孫
文
と
長
崎
―
辛
亥
革
命
一
〇
〇
周
年
―
』（
長
崎
文
献
社
、
二
〇
一
一
年
）
等
を
参
照
。
ま
た
熊
本

県
荒
尾
市
の
宮
崎
兄
弟
資
料
館
（
宮
崎
滔
天
の
生
家
）
に
は
「
博
愛
行
仁
（
博
く
愛
し
、
仁
を
行
う
）」
の
扁
額
が
あ
る
。

（
３
）
孫
文
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
陳
錫
祺
『
孫
中
山
年
譜
長
編
』（
上
下
冊
、
中
華
書
局
、
一
九
九
一
年
）
を
参
照
。

（
４
）
青
山
会
館
編
『
南
洲
先
生
遺
墨
集
』（
巧
芸
社
、
一
九
二
六
年
）
参
照
。

（
５
）
孫
文
と
日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
近
年
の
新
し
い
著
作
と
し
て
は
、
久
保
田
文
次
『
孫
文
・
辛
亥
革
命
と
日
本
人
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一

年
）、
嵯
峨
隆
『
ア
ジ
ア
主
義
と
近
代
日
中
の
思
想
的
交
錯
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）、
深
町
英
夫
『
孫
文
―
近
代
化
の
岐
路
』

（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
六
年
）、
中
山
義
弘
『
近
代
の
日
本
人
と
孫
文
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
等
を
参
照
。
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（
６
）
孫
文
の
九
州
大
学
で
の
講
演
（
会
場
は
精
神
病
学
教
室
、
座
席
数
約
三
〇
〇
）
に
つ
い
て
は
、
速
記
録
な
ど
の
直
接
的
な
資
料
は
現
在
の
と
こ

ろ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
幸
い
地
元
の
『
福
岡
日
日
新
聞
』（
い
ま
の
西
日
本
新
聞
の
前
身
）
三
月
二
十
日
の
第
三
面
に
「
孫
氏
の
講
演
と
歓

迎
」
と
題
し
た
記
事
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
事
に
拠
れ
ば
、
建
国
間
も
な
い
中
華
民
国
の
こ
れ
か
ら
の
発
展
に
は
「
科
学
の
力
」
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
導
入
に
は
ア
ジ
ア
の
先
進
国
で
あ
る
日
本
と
の
親
密
な
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
両
国
の
親
密
な
関
係
構

築
の
た
め
に
は
「
学
術
」
と
「
思
想
」
に
お
け
る
交
流
が
最
も
大
切
で
あ
っ
て
、
社
会
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
大
学
の
教
授
陣
に
対

し
て
、
か
つ
今
ま
さ
に
将
来
の
教
授
た
ら
ん
と
勉
学
中
の
学
生
諸
君
た
ち
に
対
し
て
大
い
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

政
治
や
経
済
効
果
（
利
益
）
に
よ
る
国
交
回
復
を
優
先
す
る
今
日
の
一
般
的
な
風
潮
を
考
え
る
と
、
ま
こ
と
に
含
蓄
の
あ
る
内
容
で
あ
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

（
７
）
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
「
学
道
愛
人
」
の
扁
額
は
、『
論
語
』
に
代
表
さ
れ
る
中
国
伝
統
の
儒
学
思
想
と
、
博

愛
（philanthropy

）
に
象
徴
さ
れ
る
西
洋
の
キ
リ
ス
ト
教
的
倫
理
思
想
、
そ
し
て
西
郷
隆
盛
の
生
き
ざ
ま
を
模
範
と
す
る
日
本
の
武
士
道
の
精
神

と
の
融
合
が
目
指
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
。

（
８
）
中
本
静
暁
『
関
門
・
福
岡
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
―
訪
日
最
後
の
一
週
間
』（
新
日
本
教
育
図
書
、
一
九
九
八
年
）、
杉
元
賢
治
・
佐
藤
文
隆

『
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
日
本
で
相
対
論
を
語
る
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
比
企
寿
美
子
『
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
か
ら
の
墓
碑
銘
』（
出
窓
社
、

二
〇
〇
九
年
）
等
を
参
照
。

（
９
）
武
継
平
『
異
文
化
の
な
か
の
郭
沫
若
―
日
本
留
学
の
時
代
』（
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）、
お
よ
び
同
氏
「
文
学
者
郭
沫
若
と
九
州
の

縁
」（
岩
佐
昌
暲
編
『
中
国
現
代
文
学
と
九
州
―
異
国
・
青
春
・
戦
争
』
所
収
、
九
州
大
学
出
版
会
・
Ｋ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｏ
叢
書
、
二
〇
〇
五
年
）
等
を

参
照
。

（
10
）
中
山
平
次
郎
の
考
古
学
研
究
は
、
岡
崎
敬
校
訂
に
よ
る
編
著
『
古
代
乃
博
多
』（
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
11
）
現
在
中
里
見
教
授
に
よ
っ
て
図
書
と
し
て
編
集
・
公
刊
さ
れ
た
も
の
の
み
を
挙
げ
れ
ば
、『
濱
一
衛
著
訳
集:

中
国
の
戯
劇
・
京
劇
選
』（
花

書
院
・
九
州
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
院
Ｆ
Ｌ
Ｃ
叢
書
３
、二
〇
一
一
年
）、『
濱
文
庫
所
蔵
唱
本
目
録
』（
花
書
院
・
同
上
Ｆ
Ｌ
Ｃ
叢
書
11
、

二
〇
一
五
年
）
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
論
文
と
し
て
幾
つ
か
の
研
究
報
告
が
同
氏
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）
鄒
双
双
『「
文
化
漢
奸
」
と
呼
ば
れ
た
男
―
万
葉
集
を
訳
し
た
銭
稲
孫
の
生
涯
』（
東
方
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。
銭
氏
の
万
葉
集
抄
訳
は

『
漢
訳
万
葉
集
選
』（
日
本
学
術
振
興
会
刊
、
一
九
五
九
年
）
と
し
て
戦
後
我
が
国
で
出
版
さ
れ
、
巻
末
に
佐
佐
木
信
綱
、
新
村
出
、
そ
し
て
吉
川

幸
次
郎
の
三
氏
に
よ
る
後
語
お
よ
び
跋
文
が
あ
る
。
一
方
、
中
国
に
お
い
て
は
、
銭
氏
の
門
弟
で
あ
る
文
潔
若
の
編
集
と
補
逸
、
そ
し
て
曽
維
徳

の
注
を
追
加
し
て
近
年
よ
う
や
く
『
万
葉
集
精
選
・
増
訂
本
』（
上
海
書
店
、
二
〇
一
二
年
）
と
題
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
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孫
文
の
福
岡
訪
問
と
九
州
大
学
の
日
中
学
術
交
流
に
つ
い
て

（
13
）
山
根
幸
夫
『
東
方
文
化
事
業
の
歴
史
―
昭
和
前
期
に
お
け
る
日
中
文
化
交
流
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）、
今
村
与
志
雄
編
『
橋
川
時
雄
の

詩
文
と
追
憶
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
等
参
照
。
な
お
、
橋
川
時
雄
は
当
時
の
北
京
で
の
人
脈
を
駆
使
し
て
民
国
期
の
中
国
の
文
化
人
を

網
羅
し
た
人
物
辞
典
『
中
国
文
化
界
人
物
総
鑑
』（
一
九
四
〇
年
十
月
初
版
。
現
在
は
一
九
八
二
年
に
名
著
普
及
会
よ
り
復
刻
版
が
出
版
さ
れ
て

い
る
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
れ
も
他
に
類
例
が
無
い
貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ
る
。

（
14
）
岩
下
明
裕
『
入
門 

国
境
学
―
領
土
、
主
権
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。

（
15
）
山
田
敬
三
「
魯
迅
と
郭
沫
若
―
そ
の
九
州
大
学
と
の
関
係
―
」（
前
掲
の
岩
佐
昌
暲
編
『
中
国
現
代
文
学
と
九
州
―
異
国
・
青
春
・
戦
争
』
所
収
、

九
州
大
学
出
版
会
・
Ｋ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｏ
叢
書
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

〔
以
下
に
広
島
大
学
の
陳
翀
准
教
授
に
よ
る
本
稿
の
漢
訳
を
付
す
〕

孫
中
山
的
福
岡
之
行
及
九
州
大
學
的
日
中
學
術
交
流　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

靜
永
健
原
著
／
陳
翀
華
譯

　

一
九
一
三
年
（
大
正
二
年
、
中
華
民
國
二
年
）
三
月
十
九
日
，
孫
中
山
來
到
福
岡
拜
訪
了
創
建
不
久
的
九
州
帝
國
大
學
醫
科
大
學
（
今
九
州
大
學

醫
學
部
）。
在
參
觀
校
園
並
舉
行
演
講
之
後
，
他
又
揮
毫
留
下
了
一
幅
「
學
道
愛
人
」
的
橫
幅
。
這
副
橫
幅
現
被
懸
掛
在
位
於
福
岡
市
東
區
的
九
州
大

學
附
屬
圖
書
館
主
廳
之
內
，
以
供
師
生
景
仰
。
橫
幅
筆
力
遒
勁
，
入
紙
三
分
，
讓
人
不
禁
聯
想
到
了
孫
中
山
的
堂
堂
人
品
。

　

眺
望
橫
幅
，
不
禁
想
到
，
孫
中
山
當
時
是
以
一
種
什
麼
樣
的
心
情
來
揮
毫
留
書
的
呢
？
這
幅
橫
幅
又
蘊
含
了
孫
中
山
試
圖
留
給
九
大
學
人
的
一
種

什
麼
樣
的
期
盼
呢
？
就
讓
我
先
圍
繞
着
這
兩
個
問
題
來
展
開
今
天
的
話
題
吧
。

　

衆
所
周
知
，
孫
中
山
在
各
地
留
下
的
墨
寶
之
中
，
最
為
常
見
的
是
「
博
愛
」
一
語
。
孫
中
山
生
於
廣
州
，
十
三
歲
時
隨
母
親
來
到
夏
威
夷
。
對
於

在
夏
威
夷
接
受
教
育
並
長
大
成
人
的
孫
中
山
來
說
，「
博
愛
」
兩
字
，
乃
是
代
表
一
種
融
會
貫
通
了
中
國
傳
統
儒
學
及
西
洋
基
督
教
原
理
之
人
類
最
高

的
德
育
思
想
。
要
之
，
孫
中
山
之
所
以
鍾
愛
「
博
愛
」
二
字
，
是
因
為
他
認
為
無
論
何
種
宗
教
何
種
流
派
，
無
論
何
種
主
義
何
種
思
想
，「
博
愛
」
都

是
一
種
可
以
接
受
而
且
必
須
堅
持
的
基
本
美
德
。
而
在
他
留
給
九
大
的
這
幅
橫
幅
上
，
我
們
也
可
以
看
到
，
孫
中
山
寫
入
了
一
個
「
愛
」
字
。

　

然
而
，
對
於
居
住
在
九
州
的
日
本
人
來
說
，
在
瞻
仰
這
幅
橫
幅
之
時
，
自
然
而
然
還
會
聯
想
到
另
一
位
偉
大
革
命
家
的
名
字
，
也
就
是
明
治
維
新

之
功
臣
西
鄉
隆
盛
（1828

―1877

）。
這
是
因
為
，
西
鄉
隆
盛
的
遺
墨
之
中
，
最
為
膾
炙
人
口
的
就
是
「
敬
天
愛
人
」
四
字
。
那
麼
，
孫
中
山
在
揮
毫

墨
書
之
時
，
是
否
其
心
中
也
曾
浮
現
過
這
位
九
州
偉
人
的
悲
壯
身
影
呢
？
答
案
是
極
有
可
能
的
。
西
鄉
隆
盛
遺
著
『
南
洲
翁
遺
訓
』
中
有
一
則
與
「
學

道
愛
人
」
思
想
極
為
接
近
的
語
録
，
其
二
十
四
云
：「
道
乃
天
地
自
然
之
物
，
人
從
之
以
行
，
當
以
敬
天
為
目
的
。
因
天
予
我
以
同
一
之
愛
，
則
當
以

愛
我
之
心
愛
人
也
。」
大
家
都
知
道
，
在
孫
中
山
的
革
命
隊
伍
之
中
，
有
很
多
堅
定
的
日
本
支
持
者
，
而
其
核
心
人
物
，
又
以
宮
崎
滔
天
（1871

―
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1922

）
最
為
有
名
。
其
實
，
宮
崎
滔
天
之
兄
宮
崎
八
郎
（1851

―1877

），
正
是
在
西
南
戰
爭
中
參
加
了
西
鄉
軍
隊
並
最
終
殺
身
成
仁
。
或
許
就
是
宮

崎
滔
天
，
成
為
了
聯
繫
孫
中
山
與
西
鄉
隆
盛
的
一
條
重
要
紐
帶
。
特
別
是
此
次
孫
中
山
的
九
大
訪
問
，
乃
是
其
於
辛
亥
革
命
成
功
之
後
最
初
的
日
本
之

行
，
其
對
革
命
成
功
之
後
的
西
鄉
隆
盛
之
所
作
所
為
的
感
觸
，
又
可
謂
是
別
有
一
番
滋
味
在
心
頭
了
。
附
帶
一
句
，
在
訪
問
九
州
帝
國
大
學
的
第
二
天
，

孫
中
山
坐
火
車
從
福
岡
來
到
大
牟
田
，
拜
訪
了
宮
崎
滔
天
的
祖
宅
。
要
之
，
孫
中
山
留
給
九
大
的
「
學
道
愛
人
」
四
個
大
字
中
，
無
疑
也
蘊
含
了
其
對

日
本
革
命
先
驅
的
種
種
思
念
。

　

談
到
此
處
，
讓
我
們
換
一
個
話
題
。
下
面
來
看
看
孔
子
的
語
録
『
論
語
』。
其
「
陽
貨
篇
」
記
録
了
如
下
之
一
段
軼
事
：

　

孔
子
十
大
弟
子
，
也
就
是
所
謂
的
「
孔
門
十
哲
」
之
中
，
有
一
位
叫
子
遊
的
年
輕
弟
子
，
被
任
命
為
魯
國
一
個
小
縣
武
城
的
長
官
。
有
一
天
，
孔

子
為
了
視
察
他
的
工
作
來
到
了
武
城
，
迎
面
傳
來
了
一
陣
「
弦
歌
之
聲
」。
原
來
子
遊
在
自
己
的
任
地
創
辦
了
學
校
，
教
人
識
字
頌
唱
，
知
書
達
禮
。

見
此
孔
子
忍
不
住
「
莞
爾
而
笑
曰
：
割
鷄
焉
用
牛
刀
」，
暗
諷
子
遊
創
辦
學
校
之
舉
，
對
於
武
城
這
塊
小
地
方
來
說
，
有
點
小
題
大
作
了
。
然
而
，
聽

了
孔
子
的
這
句
話
，
正
直
賢
良
的
子
遊
卻
回
答
道
：「
昔
者
偃
也
，
聞
諸
夫
子
，
曰
：
君
子
学
則
愛
人
，
小
人
学
道
則
易
使
也
。」

　

即
使
是
一
處
窮
鄉
僻
壤
，
也
不
可
以
沒
有
學
校
教
化
。
這
就
是
子
遊
對
恩
師
孔
子
的
回
答
。
聽
到
子
遊
的
言
之
有
理
，
孔
子
也
只
好
托
詞
於
「
前

言
戲
之
耳
」。
要
之
，
通
過
這
則
故
事
我
們
可
以
確
認
出
，
孫
中
山
留
給
九
大
「
學
道
愛
人
」
的
四
個
大
字
，
乃
是
直
接
來
源
於
『
論
語·

陽
貨
篇
』。

　

孫
中
山
訪
問
之
時
的
福
岡
，
還
只
不
過
是
一
個
人
口
不
滿
十
萬
的
地
方
都
市
。
或
許
揮
毫
寫
下
「
學
道
愛
人
」
之
四
字
的
孫
中
山
的
腦
海
裏
，
有

意
無
意
地
將
眼
前
的
福
岡
與
出
現
在
『
論
語
』
之
中
的
魯
國
鄉
鎮
做
了
一
個
重
疊
。
然
而
，
要
值
得
一
提
的
是
，
孫
中
山
並
沒
有
鄙
視
福
岡
之
意
。
恰

恰
相
反
，
如
下
文
所
述
，
正
是
基
於
一
種
對
新
世
界
的
萬
分
感
觸
，
他
才
為
剛
剛
成
立
不
久
的
九
大
寫
下
了
這
四
個
寓
意
深
遠
的
大
字
。

　

綜
上
所
述
，
可
見
孫
中
山
留
給
九
大
「
學
道
愛
人
」
的
四
個
大
字
，
當
包
含
了
三
重
意
蘊
：
一
是
蘊
入
了
其
平
生
所
倡
導
的
萬
人
博
愛
之
精
神
；

二
是
包
含
了
對
孕
育
了
西
鄉
隆
盛
「
敬
天
愛
人
」
精
神
之
九
州
風
土
的
敬
意
；
其
三
則
是
直
接
將
創
辦
於
一
九
一
一
年
，
也
就
是
辛
亥
革
命
成
功
之
年

的
九
州
帝
國
大
學
比
喻
為
「
君
子
」，
期
待
其
今
後
能
夠
擔
負
起
培
育
社
會
棟
樑
之
大
業
。
這
幅
墨
跡
，
無
疑
是
一
幅
名
副
其
實
的
百
年
九
大
的
寶
中

之
寶
。

　

如
果
對
「
學
道
愛
人
」
之
出
典
的
『
論
語·

陽
貨
篇
』
再
作
一
番
究
讀
的
話
，
我
們
或
許
還
可
以
對
揮
毫
寫
下
此
四
字
時
孫
中
山
胸
中
的
另
一
番

感
觸
做
一
些
蠡
測
。
與
『
論
語
』
其
他
許
多
篇
章
一
樣
，「
陽
貨
篇
」
中
也
採
用
了
一
種
「
君
子
」
與
「
小
人
」
之
對
比
論
述
的
方
式
，
並
將
「
小
人
」

歸
結
為
「
易
使
」，
即
容
易
為
統
治
者
所
驅
使
。
這
一
「
小
人
」，
或
許
正
是
從
中
華
民
國
臨
時
大
總
統
位
置
上
退
下
來
，
以
「
籌
辦
全
國
鐵
路
全
權
」

之
身
份
來
日
之
孫
中
山
本
人
的
一
個
自
嘲
。『
論
語
』
篇
章
諸
多
，
而
上
提
「
陽
貨
篇
」
乃
為
數
不
多
之
記
録
了
孔
子
失
言
的
一
則
，
一
般
來
說
，
揮

毫
賦
志
，
不
會
有
意
去
擷
録
此
中
語
詞
。
留
給
九
大
之
橫
幅
，
或
也
是
諸
多
孫
中
山
題
詞
中
的
唯
一
一
幅
吧
。
要
之
，
如
果
孫
中
山
是
以
大
總
統
之
勝

利
者
的
身
份
來
到
福
岡
的
話
，
他
當
不
會
故
意
選
用
出
自
「
陽
貨
篇
」
的
這
四
個
字
。
孫
中
山
在
祝
福
新
生
九
大
之
時
，
其
胸
中
當
還
蘊
含
着
另
一
番
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孫
文
の
福
岡
訪
問
と
九
州
大
学
の
日
中
学
術
交
流
に
つ
い
て

決
意
。
此
後
之
事
，
則
是
衆
所
周
知
。
結
束
了
日
本
訪
問
的
孫
中
山
回
國
之
後
，
立
即
發
動
了
討
伐
袁
世
凱
的
新
戰
爭
。
戰
敗
數
月
之
後
的
八
月
，
又

被
迫
再
次
亡
命
東
瀛
。
這
也
就
是
歷
史
上
所
謂
的
「
第
二
革
命
」。
由
此
可
見
，
孫
中
山
與
新
建
立
的
九
大
有
過
的
這
段
萍
水
之
緣
，
放
眼
至
日
中
史

的
研
究
，
也
是
一
段
不
容
忽
視
的
歷
史
。

　

其
實
，
即
使
是
在
日
本
的
國
立
大
學
之
中
，
九
州
大
學
也
可
謂
是
一
所
歷
史
悠
久
的
舊
帝
國
大
學
。
不
過
，
由
於
遠
離
首
都
東
京
，
因
此
無
論
在

辦
學
的
硬
環
境
上
還
是
在
研
究
的
軟
環
境
上
，
都
遠
遠
無
法
稱
得
上
一
流
。
而
且
，
建
校
當
時
的
福
岡
市
人
口
還
只
是
一
個
只
有
九
萬
五
千
人
的
小
都

市
。
幸
運
的
是
，
塞
翁
失
馬
，
由
於
與
諸
多
著
名
海
外
學
人
的
深
厚
淵
源
，
反
而
使
得
九
大
形
成
了
一
種
自
由
開
放
的
獨
特
學
風
。

　

對
於
百
年
九
大
與
海
外
的
學
術
交
流
史
，
我
在
以
下
將
其
分
之
為
前
後
五
十
年
之
兩
期
。
在
前
五
十
年
名
垂
青
史
之
九
大
訪
問
者
之
中
，

一
九
一
三
年
的
孫
中
山
訪
問
之
後
，
還
有
一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
年
）
十
二
月
二
十
五
日
愛
因
斯
坦
（A

lbert Einstein 

，1879

―1955

）
的
來
訪
，

以
及
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
十
年
）
十
二
月
十
七
日
郭
沫
若
（1892

―1978

）
的
來
訪
。
這
三
人
的
九
大
訪
問
，
雖
然
不
乏
有
很
多
偶
然
因
素
，
然

而
卻
具
有
一
個
共
同
點--

與
以
首
都
東
京
及
日
本
傳
統
文
化
之
中
心
關
西
地
區
不
同
，
這
三
人
的
訪
問
，
均
是
由
私
淑
友
情
直
接
促
成
的
。

　

愛
因
斯
坦
的
九
大
訪
問
，
是
由
與
愛
因
斯
坦
友
情
深
篤
的
日
本
第
一
個
相
對
論
理
解
者
九
州
帝
國
大
學
工
科
大
學
桑
木
彧
雄
（1878

―1945

）

（
今
九
州
大
學
工
學
部
）
教
授
、
日
本
內
置
外
科
手
術
的
開
拓
者
九
州
帝
國
大
學
醫
科
大
學
三
宅
速
（1866

―1945

）
教
授
一
手
促
成
的
。
而
郭
沫

若
，
則
曾
於
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
九
月
至
一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
年
）
三
月
在
九
州
帝
國
大
學
醫
科
大
學
求
學
，
其
間
因
恩
師
中
山
平
次
郎

（1871

―1956

，
醫
科
大
學
教
授
・
病
理
學
）
之
啟
蒙
，
啟
發
了
其
對
考
古
學
、
中
國
古
代
史
學
的
興
趣
而
成
為
一
代
史
學
宗
師
。
這
段
因
緣
，
也

是
其
戰
後
以
中
國
科
學
院
訪
日
學
術
視
察
團
團
長
之
身
份
重
返
九
大
的
最
為
重
要
的
機
緣
之
一
。
另
外
，
上
面
所
提
到
的
孫
中
山
之
一
九
一
三
年
的
來

訪
，
除
了
密
友
宮
崎
滔
天
的
盛
情
邀
請
之
外
，
還
與
和
孫
中
山
交
流
密
切
的
長
崎
貿
易
商
人
梅
屋
庄
吉
（1868

―1934

）、
福
岡
企
業
家
安
川
敬
一
郎

（1849

―1934

）
等
人
的
鼎
力
相
助
是
分
不
開
的
。

　

除
了
著
名
學
者
的
九
大
來
訪
，
早
期
的
九
州
大
學
與
中
國
的
文
化
交
流
活
動
之
中
，
還
有
兩
位
先
驅
者
的
名
字
不
可
埋
沒
。
一
位
是
當
時
的
法
文

學
部
（
現
文
學
部
）
首
任
中
國
文
學
講
座
主
任
教
授
目
加
田
誠
先
生
（1904
―1994

），
還
有
一
位
是
目
加
田
先
生
的
摯
友
、
九
州
大
學
教
養
部
教
授

濱
一
衛
（1909

―1984

）
先
生
。
兩
位
先
生
曾
於
三
十
年
代
初
期
赴
北
京
留
學
，
與
當
時
在
京
的
中
國
著
名
知
識
分
子
留
下
了
不
少
抒
寫
友
誼
的
篇

章
。

　

濱
一
衛
先
生
在
北
京
留
學
期
間
主
要
將
精
力
放
在
了
傳
統
京
劇
的
研
究
之
上
。
回
國
之
後
，
他
留
下
了
開
啟
日
本
中
國
戲
曲
研
究
之
先
河
的
兩
部

大
著
―
『
北
平
的
中
國
戲
』（
一
九
三
六
年
，
東
京
・
秋
豊
園
）
與
『
支
那
芝
居
之
話
』（
一
九
四
四
年
，
東
京
・
弘
文
堂
）。
此
外
，
濱
一
衛
先
生
在

北
京
留
學
期
間
還
着
意
收
集
了
一
大
批
完
整
的
觀
劇
資
料
，
現
在
被
匯
總
收
藏
在
九
州
大
學
附
屬
圖
書
館
「
濱
文
庫
」
中
。
對
於
濱
一
衛
先
生
的
研
究

成
果
及
其
留
下
來
的
資
料
之
整
理
與
分
析
，
九
州
大
學
言
語
文
化
研
究
院
中
里
見
敬
教
授
致
力
頗
深
，
不
久
之
後
，
我
們
將
會
看
到
中
里
見
先
生
之
研
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究
成
果
的
問
世
。

　

而
目
加
田
誠
先
生
，
則
是
戰
後
重
建
日
本
中
國
文
學
研
究
的
功
勳
者
之
一
，
其
研
究
領
域
涵
括
了
詩
經
、
唐
詩
以
及
文
學
理
論
等
方
方
面
面
。
目

加
田
誠
先
生
於
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）
十
月
至
一
九
三
五
年
（
昭
和
十
年
）
二
月
赴
北
京
留
學
。
赴
北
京
時
目
加
田
誠
先
生
正
值
三
十
而
立
之
年
，

剛
剛
被
任
命
為
九
州
帝
國
大
學
助
教
授
。

　

有
關
目
加
田
誠
先
生
北
京
留
學
情
況
，
雖
然
在
先
生
晩
年
所
發
表
的
一
些
隨
筆
之
中
得
以
管
見
片
斷
，
然
不
明
暸
之
處
甚
多
。
最
近
，
先
生
的

藏
書
以
及
筆
記
被
後
人
寄
贈
給
了
大
野
城
市
。
從
這
些
書
籍
之
中
，
我
們
發
現
了
一
部
目
加
田
誠
先
生
親
筆
所
記
的
『
北
平
日
記
』，
由
此
才
看
到
了

先
生
於
北
平
留
學
時
的
全
貌
。
從
日
記
可
以
看
出
，
先
生
與
魯
迅
（1881

―1936

）
的
弟
弟
作
家
周
作
人
（1885

―1967

）、
日
本
文
學
研
究
大
家

『
萬
葉
集
』
之
譯
者
錢
稻
孫
（1887

―1966

）
等
人
均
交
情
匪
淺
。
比
如 「
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
九
月
二
十
五
日
」
條
記
晩
間
事
云
：

　

 　
　

夜
，
西
四
，
於
同
和
居
宴
會
。
東
京
研
究
所
諸
同
仁
、
錢
稻
孫
氏
、
周
作
人
、
楊
樹
達
、
鄭
穎
孫
、
傅
惜
華
、
徐
鴻
宝
、
楊
鍾
羲
之
長
子
、

其
他
諸
人
及
橋
川
時
雄
、
小
竹
武
夫
、
高
岡
等
氏
。
一
次
愉
快
的
會
合
。

又
，「
昭
和
九
年
十
二
月
八
日
」
記
云
：

　

 　
　

朝
，
買
砂
紙
磨
滑
冰
靴
，
又
讀
『
小
山
詞
』。
下
午
…
…
從
錢
稻
孫
氏
聽
講
『
紅
樓
夢
』『
儒
林
外
史
』
中
用
語
。
傍
晩
，
去
北
海
。
周
豐
一

（
靜
永
注: 

周
作
人
長
子
）、
濱
一
衛
、
小
川
環
樹
諸
君
在
，
滑
冰
，
三
十
分
鐘
左
右
。

　
　
　

夜
，
被
招
至
周
君
八
道
灣
家
中
，
入
浴
，
吃
壽
喜
燒
，
聽
唱
片
，
有
『
明
烏
』、『
朝
顏
日
記
』
等
歌
。
頓
起
思
日
本
之
情
。

又
，「
昭
和
十
年
一
月
二
十
三
日
」
條
記
云
：

　

 　
　

上
午
，
去
中
國
大
學
，
取
剩
下
的
印
刷
資
料
。
去
理
髮
室
。
夜
，
蒙
錢
稻
孫
氏
、
周
作
人
、
徐
祖
正
、
朱
自
清
等
厚
意
，
招
我
等
留
學
生
聚

會
，
吃
壽
喜
燒
。

以
上
僅
選
取
『
北
平
日
記
』
中
三
則
記
載
，
即
可
看
出
當
時
日
中
學
人
交
往
之
歡
。
目
加
田
先
生
的
這
部
『
北
平
日
記
』，
無
疑
是
一
部
記
録
當
時
日

本
留
學
生
在
北
京
的
日
常
生
活
、
與
在
京
中
國
學
人
之
交
流
的
貴
重
的
歷
史
資
料
。

　

還
要
注
意
的
是
，
日
記
所
記
時
期
，
正
值
柳
条
湖
事
件
（
一
九
三
一
年
九
月
十
八
日
）
與
盧
溝
橋
事
件
（
一
九
三
七
年
七
月
七
日
）
之
間
，
並
非

日
中
關
係
友
好
之
期
。
或
許
正
是
這
一
敏
感
時
期
，
才
導
致
親
日
派
知
識
分
子
與
北
京
的
日
本
留
學
生
之
間
交
流
頻
繁
。
從
此
角
度
出
發
，
目
加
田
先

生
的
這
部
日
記
，
無
疑
還
是
我
們
分
析
這
一
時
期
北
京
親
日
派
學
人
之
思
想
動
向
的
貴
重
文
獻
。
這
部
重
要
的
歷
史
記
録
，
現
在
由
我
所
在
的
九
州
大

學
文
學
部
中
國
文
學
研
究
室
進
行
整
理
和
註
釋
，
準
備
出
版
公
開
。
同
時
，
我
們
還
準
備
將
其
翻
譯
成
中
文
在
中
國
也
予
以
公
開
出
版
。

　

中
國
有
句
古
話
云
「
天
時
地
利
人
和
」，
九
州
帝
國
大
學
、
也
就
是
現
在
的
九
州
大
學
，
其
誕
生
之
初
的
一
九
一
一
年
乃
是
一
個
風
雲
突
變
的
時

代
，
特
別
是
日
中
關
係
，
遠
稱
不
上
為
天
所
佑
的
程
度
。
而
其
所
在
地
之
福
岡
又
遠
離
首
都
圈
和
關
西
經
濟
圈
，
更
談
不
上
地
利
，
且
其
由
於
距
離
中
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孫
文
の
福
岡
訪
問
と
九
州
大
学
の
日
中
学
術
交
流
に
つ
い
て

國
和
朝
鮮
最
近
，
又
最
容
易
為
其
時
各
國
政
治
和
社
會
局
勢
所
影
響
。
然
而
，
正
是
在
這
種
談
不
上
天
時
地
利
的
情
況
之
下
，
九
州
大
學
的
學
術
水
準
，

由
於
學
人
之
間
的
真
誠
牢
固
的
友
誼
，
卻
得
到
了
迅
速
的
發
展
。
這
也
正
印
證
了
上
述
古
語
來
源
之
孟
子
的
原
文
：「
天
時
不
如
地
利
，
地
利
不
如
人

和
。」
要
之
，
不
輕
易
為
國
際
政
治
或
眼
前
經
濟
局
勢
所
迷
惑
，
清
淡
如
水
一
般
的
學
人
之
間
的
「
君
子
之
交
」，
才
是
促
進
兩
國
人
民
的
真
正
的
相
互

理
解
，
名
垂
青
史
之
最
重
要
的
源
泉
動
力
。
由
一
九
一
三
年
孫
中
山
訪
問
九
大
而
揭
開
的
日
中
學
術
交
流
之
序
幕
，
此
後
歷
經
百
年
風
雨
，
正
如
「
學

道
愛
人
」
這
一
題
詞
所
云
，
給
九
州
大
學
的
帶
來
了
無
法
估
量
的
恩
惠
與
活
力
。

　

最
後
，
讓
我
披
露
一
則
由
九
大
先
人
所
策
劃
，
卻
沒
有
實
現
的
日
中
學
術
交
流
軼
事
。
這
是
一
個
有
關
九
大
招
聘
在
上
文
提
到
的
周
作
人
之
兄
魯

迅
的
故
事
。
當
時
，
有
一
位
叫
増
田
渉
（1903

―1977

）
的
日
本
學
者
，
其
跟
魯
迅
有
着
私
淑
之
誼
，
曾
獨
身
到
上
海
接
受
魯
迅
熏
陶
。
在
他
的
回

憶
録
之
『
魯
迅
的
印
象
』（
角
川
選
書
，
一
九
七
〇
年
増
訂
版
）
的
第
二
六
二
頁
中
，
寫
道
一
九
三
一
年
其
曾
向
魯
迅
提
到
九
州
大
學
中
國
文
學
研
究

教
員
缺
員
一
事
，
並
直
接
向
魯
迅
詢
問
是
否
有
意
赴
任
九
大
講
師
一
職
。
當
時
魯
迅
回
答
以
一
年
為
期
可
接
受
聘
任
，
増
田
渉
立
即
向
日
本
方
面
傳
達

了
魯
迅
這
一
意
願
。
此
事
之
結
果
大
家
都
不
難
推
測
―
―
魯
迅
並
沒
有
擔
任
過
九
大
教
職
。
至
於
魯
迅
未
能
赴
任
的
原
因
，
由
於
増
田
渉
並
無
提
及
，

現
在
也
就
不
得
而
知
了
。
然
而
毎
毎
想
起
此
事
，
我
不
禁
在
腦
海
中
作
一
番
夢
想
：
如
果
當
時
魯
迅
如
期
來
到
九
州
大
學
講
學
，
九
州
大
學
乃
至
日
本

整
個
學
術
界
，
或
許
又
是
另
一
番
氣
象
了
！ 

〈
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